
56 さやばね ニューシリーズ　No. 12

SAYABANE N. S. No. 12December 2013

方法で採集された報告は今回が初めてのことであ
る．これまでの採集状況から，幼虫は樹皮下で育ち，
成虫は羽化後もしばらくは樹皮下に潜伏し，6 月下
旬頃から野外に出現して，7 月末頃まで発生してい
ると予想される．採集されている地点は中部地方
の標高 1,800 ～ 2,500 m の間であり，本種が亜高山
帯針葉樹林にのみ分布していることは確実である．
本属が含まれるツヤケシコメツキ族 Megapenthini
は東南アジアの熱帯林に分布の中心を持ち，本属
のように針葉樹林帯にのみ分布する事例は，日本
産の本族他種と比較しても非常に特異なものであ
る .
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【短報】九州・琉球地方におけるコメツキダマシ科
甲虫2種の記録

筆者らはコメツキダマシ科甲虫を調査する中で，
各地で未記録の種，記録の少ない種を得ているた
め，ここに報告する．

1.  コガタフチトリコメツキダマシMicrorhagus 
mystagogus (Fleutiaux, 1923)

フチトリコメツキダマシ属 Microrhagus は，日本
から 4 種が知られており，雄の触角が顕著に櫛状
になることで他属から容易に識別できる．北海道
から九州まで広く分布しているが，九州以南では
トカラ中之島から本種が記録されているのみであ
る（久松，1985，1989）．筆者らは沖縄島で得られ
た本種個体を検する機会を得たので，初記録とし
て報告しておく．

1♂，沖縄県国頭郡国頭村辺野喜，340 m alt., 26. V. 
2011，有本晃一採集・保管（液浸標本）; 1♀，沖縄
県国頭村辺野喜伊江林道，22. IV. 2006，有本久之採
集，有本晃一保管．

筆者らが採集した個体は照葉樹林内に設置した 4
ワット蛍光灯に飛来したものである．本種は同属

【短報】ホウオウコメツキの追加記録と生息環境
ホウオウコメツキHouwau alpicola Kishii, 1993は，

山梨県からの 1 雌個体をもとに記載され，その後
長野県から 2 雄 3 雌個体（有本，2005），岐阜県か
ら 1 雌個体（大平・豊島，2010）が記録されてい
るのみの 1 属 1 種の珍種である．筆者は長野県で
は 2 報目となる本種個体を採集しており，採集地
点は有本（2005）においてすでに報告されている
場所ではあるが，本種の生態解明の一端として報
告することとした .

1♀，長野県南佐久群八千穂村麦草峠（標高 2,100 
m），15. VII. 2012，筆者採集・保管 （液浸標本）．

本個体は，立ち枯れたコメツガ Tsuga diversifolia
の樹皮下（図 1）から採集したものである．採集地
周辺はシラビソやオオシラビソ，トウヒ，コメツ
ガなどが優占する針葉樹林帯で，高層湿原が広がっ
ており湿潤な環境にある（図 2）．

Kishii (1993) や有本（2005）で用いられた個体が
どのような経緯で採集されたのか詳細は不明であ
るが，大平・豊島 （2010）の個体は衝突板トラップ

（FIT）で採集されたものであり，トラップ以外の

図1．ホウオウコメツキ
が採集された立ち
枯れ．

図2．採集地環境．


